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第 2 章では，各種サイリスタ変換器方式を概括，分類し，サイリスタ変換装置における LC共振型
サイリスタ変換器の位置づけをし，さらに本論文で取り扱う LC共振型サイリスタ変換器の技術的基
礎事項を述べている。

























(1) 2 相サーボモータの制御装置として LC共振による正弦波インバータを開発したこと。通常の
サイリスタインバータでは 出力電圧の波形歪みによるモータの振動トルクや効率の低下が問題で
あったが，この正弦波インバーダの開発により，高精度で効率のよい交流パワーサーボを構成する
ことが可能になった。
(2) 単一サイリスタ直流チョッパを用いた容量の大きい交流電圧調整装置を開発したこと。これはチ
ョッパによるブース夕方式で，チョッパの動作周波数を制御して電圧を調整する新しい電圧調整器
である。チョッパ周波数が高いので，従来の大形電圧調整器にくらべて小形軽量で，出力電圧の変
動，波形の歪みも少ない。
(3) チョッパのパルス幅制御に，最小点弧レベルの方形波ゲート電波による方式を開発したこと。こ
れは LC共振型チョッパの出力をパルス幅制御する新しい方式で これを直流直巻電動機の速度制
御に応用して良好な結果を得ている。
以上のように，本論文は LC共振回路によるサイリスタの自己転流を原理とする新しいインバータ，
チョッパなどの電力変換装置を提案し，これを応用した交流パワーサーボ系や交流電圧調整装置ある
いは直流直巻電動機の速度制御系を開発して その有用性を確かめたもので その成果はパワーエレ
クトロニクスの分野における工学に新しい知見を加え，制御技術に貢献するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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